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粗悪学術誌に対する方針について (通知) 

本学では、研究・教育面でのグローバル化の推進に取り組んでおりますが、研究面に

おいては国際的な共同研究を奨励し、国際ジャーナルへの投稿支援事業を開始したとこ

ろです。 

しかしながら、最近のマスコミ報道等でも既にご承知おきの方も多々おられるものと

推察しますが、オープン・アクセス・ジャーナルの中で、論文掲載が研究者の業績に 

なることに付け込んだ、掲載料を搾取することを目的とし査読が不十分な論文を掲載す

る粗悪学術誌（いわゆるハゲタカジャーナル）が急増し問題となっており、文部科学大

臣からも平成３０年１２月２５日の記者発表において「大変深刻な事態となっている」

との見解が示され「研究者が論文の投稿先を慎重に検討するよう大学に注意喚起を求め

る」旨の発言がなされています。 

 つきましては、本学規程に定める「研究者の行動規範」から鑑みても粗悪学術誌への

投稿は大学としての信頼を失うだけでなく、研究者の業績や評価などに悪影響を及ぼす

可能性があることから、今後、本学関係者によるそのような粗悪学術誌への投稿は、厳

に慎み行わないよう、貴所属内において、恒常的に啓発・周知徹底いただくとともに、 

その財源が公的資金・私的資金を問わず別添のとおり、取扱いいただきますよう、通知

します。 
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